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１． はじめに 

近年，コミュニケーションロボットや深層学習等の技術
の飛躍的な発展に伴い，ユーザとコミュニケーションデバ
イス間の，音声対話によるコミュニケーションのニーズが
急増している．同時に，対話における感情認識も益々必
要とされている．そうした中，表情や言語情報のみならず
非言語情報からの感情認識も重要である． 

これまで，非言語情報による感情識別はサポートベクタ
ーマシンが多い．これは膨大な変数を学習させても過学
習を起こしにくい特性を利用し，音声から音響特徴量を
可能な限り取得し，それら全ての音響特徴量を使用して
識別を行うというものである[1]．それらの音響特徴量の多
くは，統計量のみを用いている[2]．  

本研究では，統計量ではなく，時系列の音響特徴量を
用いた音声感情分類の有効性を明らかにすることを目的
として，時系列の音響特徴量を用いた LSTM[3]と統計的
音響特徴量を用いた SVM との比較実験を行い，有効性
を確かめる． 

2．時系列の音響特徴量と分類方法  

実験では，感情音声に音声感情評定値付きオンライン
ゲーム音声チャットコーパス(OGVC)[4]の演技音声を用
いた．その中から，4 つの感情（喜び，悲しみ，怒り，平
静）を演じさせた計 960 発話を分類の対象とした． 

それらの感情音声に対して，25ms の窓関数を 10ms ず
つシフトさせてメル周波数ケプストラム，ラウドネス，基本
周波数の時系列の音響特徴量を取得した．図 1 はその
例を示す． 

取得した時系列の音響特徴量を使用して LSTM による
音声感情分類を行った．併せて，比較のために統計的音
響特徴量を用いて SVM による音声感情分類を行なった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．時系列の音響特徴量の取得例 

3．感情音声の分類結果 

 感情音声の分類結果を表 1 に示す． 
表 1 に示した正解率の通り，時系列の音響特徴量を使

用した LSTM による感情音声分類では，正解率は 
78.47 %であり，統計的特徴量を用いた SVM による感情
音声分類では，正解率は 76.04 %であった． 

 

表１．感情音声の分類結果 

 

時系列の 

音響特徴量を 

用いた LSTM 

統計的 

音響特徴量を 

用いた SVM 

正解率 78.47% 76.04% 

4．考察  

表 1 の結果から時系列の音響特徴量を用いた LSTM
が統計的音響特徴量を用いた SVM より正解率において 
2.43 %上回ったことがわかる．従って，時系列の音響特徴
量は音声感情分類においての有効性を確かめられたと
考える． 

LSTM は長期依存の学習が可能という点から考えて，
感情音声に含まれる感情情報には時系列の音響特徴量
における長期のパターンがあると考えられる．今後，発話
全体に及ぶ長期のパターンを明らかにするとともに，感情
ごとに正解率の確認を行う．  

5．まとめ  

本研究では，時系列の音響特徴量を用いた音声感情
分類の有効性を明らかにすることを目的として，時系列の
音響特徴量を用いた LSTM と統計的音響特徴量を用い
た SVM の比較実験を行った．その結果，時系列の音響
特徴量を特徴量として扱った LSTM の方が，統計量の音
響特徴量を用いた SVM より正解率が 2.43 % 高いことが
確認でき，時系列の音響特徴量の有効性を確かめること
ができた． 
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